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(57)【要約】
【課題】コストアップを抑えつつ耐火仕様にすることが
でき、壁排水型又は床排水型に容易に変更することがで
きる水洗式便器を提供する。
【解決手段】水洗式便器は、不燃性材料によって形成さ
れた便鉢部１０と、床面Ｆに設置した際にこの床面Ｆか
ら立ち上がり、下方に開口した収納空間Ｓを形成し、外
方向に突出して壁面Ｗから引き出された壁排水管Ｄ１に
連結される筒状の連結部７０を具備し、不燃性材料によ
って形成された周壁部３０と、便鉢部１０と連結部７０
とを連通する壁排水用排水路、又は便鉢部１０と床面Ｆ
に引き出された床排水管Ｄ２とを連通する床排水用排水
路のいずれか一方を形成自在な排水路５０とを備えてい
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　不燃性材料によって形成された便鉢部と、
　床面に設置した際にこの床面から立ち上がり、下方に開口した収納空間を形成し、外方
向に突出して壁面から引き出された壁排水管に連結される筒状の連結部を具備し、不燃性
材料によって形成された周壁部と、
　前記便鉢部と前記連結部とを連通する壁排水用排水路、又は前記便鉢部と前記床面に引
き出された床排水管とを連通する床排水用排水路のいずれか一方を形成自在な排水路と、
　を備えていることを特徴とする水洗式便器。
【請求項２】
　前記排水路は、不燃性材料によって形成され、途中を２方向に分岐した分岐排水路を有
し、一方の前記分岐排水路が前記連結部に連結し、他方の前記分岐排水路が前記床排水管
に連通するように前記収納空間内で開口し、これら分岐排水路の片方を閉鎖部材で閉鎖す
ることによって、前記壁排水用排水路又は前記床排水用排水路が形成されていることを特
徴とする請求項１記載の水洗式便器。
【請求項３】
　前記排水路は前記分岐排水路を分岐した分岐部に片方の前記分岐排水路を閉鎖する前記
閉鎖部材が設けられていることを特徴とする請求項２記載の水洗式便器。
【請求項４】
　前記閉鎖部材は不燃性材料によって形成されていることを特徴とする請求項２又は３記
載の水洗式便器。
【請求項５】
　前記便鉢部に連通した流出口が前記周壁部内に開口しており、
　前記排水路は、上流端を前記流出口に連結して下流端を前記連結部に連結する壁排水用
接続管、又は上流端を前記流出口に連結して下流端を床面に引き出された床排水管に連結
する床排水用接続管のいずれか一方を選択することによって、前記壁排水用排水路又は前
記床排水用排水路が形成されていることを特徴とする請求項１記載の水洗式便器。
【請求項６】
　不燃性材料によって形成されており、前記床排水用排水路が形成された状態で前記連結
部を閉鎖する蓋部材を備えていることを特徴とする請求項１又は５記載の水洗式便器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は水洗式便器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は従来の水洗式便器を開示している。この水洗式便器は、便鉢部、周壁部、
排水路、排水接続部材、及び遮蔽部材を備えている。周壁部は、水洗式便器を床面に設置
した際に床面から立ち上がり、下方に開口した収納空間を形成しつつ便鉢部を支持してい
る。また、周壁部は後部に前後方向に開口した開口部を有している。排水路は、便鉢部に
連通し、下流端の排出口が収納空間内で下方を向いて開口している。排水路は便鉢部及び
周壁部と一体的に形成されている。便鉢部、周壁部、及び排水路は不燃性材料である陶器
で形成されている。排水接続部材は、上流端開口を排水路の排出口に連結し、中間部が便
器本体の後方に向けて屈曲して周壁部の開口部を挿通し、下流端部が便器本体の外側に突
出している。排水接続部材は、下流端開口が後方に向けて開口し、下流端部が壁面から引
き出された壁排水管に連結している。つまり、この水洗式便器は壁排水型である。排水接
続部材は樹脂製である。遮蔽部材は排水接続部材が挿通した状態の周壁部の開口部を塞い
でいる。遮蔽部材は不燃性材料によって形成されている。
【０００３】
　このように、この水洗式便器は周壁部の開口部が遮蔽部材によって塞がれる。このため
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、この水洗式便器は、陶器製の周壁部と不燃性材料によって形成された遮蔽部材によって
樹脂製の排水接続部材を覆い耐火仕様になっている。一方、この水洗式便器は、床面から
引き出された床排水管に連結することができる排水接続部材を利用すれば、床排水型に変
更することができる。この水洗式便器を床排水型に変更した場合、耐火仕様にするために
は排水接続部材を挿通していない周壁部の開口部を塞ぐ遮蔽部材が必要である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－２５６７０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１の水洗式便器は、耐火仕様にする場合、遮蔽部材で周壁部の開口部
を塞ぐ手間を要する。また、この水洗式便器の周壁部の開口部は排水接続部材が挿通する
大きさであるため大きい遮蔽部材でなければ開口部を塞ぐことができず、壁排水型と床排
水型によって異なる形状の遮蔽部材が必要になる。このため、この水洗式便器はコストア
ップになる。
【０００６】
　本発明は、上記従来の実情に鑑みてなされたものであって、コストアップを抑えつつ耐
火仕様にすることができ、壁排水型又は床排水型に容易に変更することができる水洗式便
器を提供することを解決すべき課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の水洗式便器は、不燃性材料によって形成された便鉢部と、
　床面に設置した際にこの床面から立ち上がり、下方に開口した収納空間を形成し、外方
向に突出して壁面から引き出された壁排水管に連結される筒状の連結部を具備し、不燃性
材料によって形成された周壁部と、
　前記便鉢部と前記連結部とを連通する壁排水用排水路、又は前記便鉢部と前記床面に引
き出された床排水管とを連通する床排水用排水路のいずれか一方を形成自在な排水路と、
　を備えていることを特徴とする。
【０００８】
　この水洗式便器は、壁排水用排水路で便鉢部と連結部とを連通して壁排水型にし、連結
部を壁面から引き出された壁排水管に連結して設置することができる。また、この水洗式
便器は床排水用排水路で便鉢部と床面に引き出された床排水管とを連通し、床排水型にし
て設置することができる。このように、この水洗式便器は、外側に露出するものが不燃性
材料によって形成された周壁部であるため、耐火仕様に容易にすることができる。
【０００９】
　したがって、本発明の水洗式便器は、コストアップを抑えつつ耐火仕様にすることがで
き、壁排水型又は床排水型に容易に変更することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施例１の水洗式便器を壁排水型にして設置した状態を示す断面図である。
【図２】実施例１の水洗式便器を床排水型にして設置した状態を示す断面図である。
【図３】実施例１の水洗式便器の製造途中であって、成形型から脱型した直後の形態を示
す断面図である。
【図４】実施例２の水洗式便器を壁排水型にして設置した状態を示す断面図である。
【図５】実施例２の水洗式便器を床排水型にして設置した状態を示す断面図である。
【図６】他の実施例の水洗式便器の製造途中であって、成形型から脱型した直後の形態を
示す断面図である。
【図７】他の実施例の水洗式便器の製造途中であって、成形型から脱型した直後の形態を
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示す断面図である。
【図８】他の実施例の水洗式便器を壁排水型にして設置した状態を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明における好ましい実施の形態を説明する。
【００１２】
　本発明の水洗式便器において、前記排水路は、不燃性材料によって形成され、途中を２
方向に分岐した分岐排水路を有し、一方の前記分岐排水路が前記連結部に連結し、他方の
前記分岐排水路が前記床排水管に連通するように前記収納空間内で開口し、これら分岐排
水路の片方を閉鎖部材で閉鎖することによって、前記壁排水用排水路又は前記床排水用排
水路が形成され得る。この場合、この水洗式便器は、分岐排水路の片方を閉鎖部材で閉鎖
することによって、壁排水型又は床排水型に容易に変更することができる。
【００１３】
　本発明の水洗式便器において、前記排水路は前記分岐排水路を分岐した分岐部に片方の
前記分岐排水路を閉鎖する閉鎖部材が設けられ得る。この場合、この排水路は、分岐部に
閉鎖部材が設けられるため、閉鎖された分岐排水路側に洗浄水等が流入せず、洗浄水等を
スムーズに排出することができる。
【００１４】
　本発明の水洗式便器において、閉鎖部材は不燃性材料によって形成され得る。この場合
、この水洗式便器は床排水型にした場合でも容易に耐火仕様にすることができる。
【００１５】
　本発明の水洗式便器において、前記便鉢部に連通した流出口が前記周壁部内に開口して
おり、前記排水路は、上流端を前記流出口に連結して下流端を前記連結部に連結する壁排
水用接続管、又は上流端を前記流出口に連結して下流端を床面に引き出された床排水管に
連結する床排水用接続管のいずれか一方を選択することによって、前記壁排水用排水路又
は前記床排水用排水路が形成され得る。この場合、この水洗式便器は、壁排水用接続管、
又は床排水用接続管のいずれか一方を選択することによって、壁排水型又は床排水型に容
易に変更することができる。
【００１６】
　本発明の水洗式便器において、不燃性材料によって形成されており、前記床排水用排水
路が形成された状態で前記連結部を閉鎖する蓋部材を備え得る。この場合、この水洗式便
器は床排水型にした場合でも容易に耐火仕様にすることができる。
【００１７】
　次に、本発明の水洗式便器を具体化した実施例１及び２について、図面を参照しつつ説
明する。
【００１８】
＜実施例１＞
　実施例１の水洗式便器は、図１及び図２に示すように、便鉢部１０、周壁部３０、及び
排水路５０を備えている。便鉢部１０、周壁部３０、及び排水路５０は一体的に形成され
ており、不燃性材料である陶器で形成されている。周壁部３０は、水洗式便器を床面Ｆに
設置した際に床面Ｆから立ち上がり、下方に開口した収納空間Ｓを形成している。周壁部
３０は、便鉢部１０の上端開口縁から外方向に広がった水洗式便器の上面部１１の外周縁
に連続し、上面部１１の外周縁から便鉢部１０を囲むように垂下している。この水洗式便
器は、周壁部３０の後部において、後述する連結部７０が形成されている部分よりも上側
の周壁部３０よりも下側の周壁部３０が後方に位置して床面Ｆから鉛直方向に立ち上がっ
ている。周壁部３０は、前側の下端から便鉢部１０の下面に伸びる内壁部３１を有してい
る。このように、周壁部３０は便鉢部１０を支持している。このように、この水洗式便器
を床面Ｆに設置した際、収納空間Ｓの側方及び上方は、周壁部３０、便鉢部１０、及び排
水路５０等によって閉鎖されている。ここで、水洗式便器の前後は、便鉢部１０が形成さ
れている側（図１及び図２において右側）が前であり、洗浄タンク（図示せず）を載置す
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る載置部１５が形成されている側（図１及び図２において左側）が後である。また、水洗
式便器の左右は水洗式便器の前方から見た左右である。
【００１９】
　周壁部３０は後部の左右中央であって下端側で後方（図１及び図２において左方向、以
下同じ。）へ略水平方向に伸びた略円筒状の連結部７０を具備している。連結部７０の外
径及び内径は、後述する第１分岐排水路５４Ａの外径及び内径よりも大きい。連結部７０
は先端部に外周面から外方向に突出した鍔部７１を有している。鍔部７１は連結部７０と
壁面Ｗから引き出された壁排水管Ｄ１とを連結する際に連結部７０の外周面と壁排水管Ｄ
１の内周面との間に挟み込まれるパッキンＰ１の抜け止めになる。
【００２０】
　排水路５０は上流端が便鉢部１０の下端部に連結されている。つまり、排水路５０は便
鉢部１０に連通している。排水路５０は、導入路５１、上昇流路５２、下降流路５３、２
方向に分岐した分岐排水路（第１分岐排水路５４Ａ、第２分岐排水路５４Ｂ）の順に形成
されている。導入路５１は、上流端部が便鉢部１０の下端部に連結され、後方に向けて下
方に傾斜して伸びている。上昇流路５２は、上流端部が導入路５１の下流端部に連結され
、後方に向けて上方に傾斜して伸びている。下降流路５３は、上流端部が上昇流路５２の
下流端部に連結され、略鉛直方向に下降して伸びている。
【００２１】
　２方向に分岐した第１分岐排水路５４Ａ及び第２分岐排水路５４Ｂは下降流路５３の下
流端部で分岐している。つまり、第１分岐排水路５４Ａ及び第２分岐排水路５４Ｂは排水
路の途中で分岐している。第１分岐排水路５４Ａは下降流路５３の下流端部から後方に向
けて略水平方向に伸びている。第１分岐排水路５４Ａは連結部７０に連結している。つま
り、第１分岐排水路５４Ａは下降流路５３に対して直交している。第２分岐排水路５４Ｂ
は下降流路５３の下流端部から下降流路５３を延長するように略鉛直方向に伸びている。
第２分岐排水路５４Ｂは下端部が収納空間Ｓ内で開口した排出口を形成している。
【００２２】
　この水洗式便器は、壁排水型にする場合、図１に示すように、下降流路５３の下流端部
（分岐部Ｘ）に第２分岐排水路５４Ｂを閉鎖する第２閉鎖部材５５Ｂが設けられる。これ
によって、この水洗式便器は、導入路５１、上昇流路５２、下降流路５３、及び第１分岐
排水路５４Ａからなる壁排水用排水路が形成される。第２閉鎖部材５５Ｂは上面が第１分
岐排水路５４Ａの内周面に連続するように形成されている。このため、この水洗式便器は
下降流路５３から第１分岐排水路５４Ａへ向けて洗浄水等がスムーズに流れる。この壁排
水型の水洗式便器は、外周面にパッキンＰ１を外嵌した連結部７０を壁面Ｗから引き出さ
れた壁排水管Ｄ１の先端部に挿入して連結し、設置される。
【００２３】
　また、この水洗式便器は、床排水型にする場合、図２に示すように、下降流路５３の下
流端部（分岐部Ｘ）に第１分岐排水路５４Ａを閉鎖する第１閉鎖部材５５Ａが設けられる
。これによって、この水洗式便器は、導入路５１、上昇流路５２、下降流路５３、及び第
２分岐排水路５４Ｂからなる床排水用排水路が形成される。第１閉鎖部材５５Ａは内面が
下降流路５３の内周面と第２分岐排水路５４Ｂの内周面とに連続するように形成されてい
る。このため、この水洗式便器は下降流路５３から第２分岐排水路５４Ｂへ向けて洗浄水
等がスムーズに流れる。この床排水型の水洗式便器は、床面Ｆに固定された排水接続部材
Ｃの上端の開口に第２分岐排水路５４Ｂを形成する筒部を挿入して連結し、設置される。
排水接続部材Ｃの上端の開口には第２分岐排水路５４Ｂの外径よりも小さい内径を有する
パッキンＰ２が嵌められている。排水接続部材Ｃは床面Ｆに引き出された床排水管Ｄ２に
連通されている。
【００２４】
　第１閉鎖部材５５Ａ及び第２閉鎖部材５５Ｂは次に説明するように設けられる。
　この水洗式便器は鋳込み成形によって製造される。成形型から脱型した直後のこの水洗
式便器の断面図を図３に示す。第１閉鎖部材５５Ａ及び第２閉鎖部材５５Ｂは鋳込み成形
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によって形成される。このため、成形型から脱型した直後の水洗式便器は第１閉鎖部材５
５Ａ及び第２閉鎖部材５５Ｂの両方が形成されている。これら第１閉鎖部材５５Ａ及び第
２閉鎖部材５５Ｂは、成形型から脱型した直後であって、成形体が固まる前に穴あけ治具
によって片方を排除する。このように、この水洗式便器は、同じ成形型によって、壁排水
型の水洗式便器と床排水型の水洗式便器を製造することができる。第１閉鎖部材５５Ａ及
び第２閉鎖部材５５Ｂは不燃性材料である陶器である。
【００２５】
　以上説明したように、実施例１の水洗式便器は、便鉢部１０、周壁部３０、及び排水路
５０を備えている。便鉢部１０、周壁部３０、及び排水路５０は陶器製である。周壁部３
０は、床面Ｆに設置した際にこの床面Ｆから立ち上がり、下方に開口した収納空間Ｓを形
成している。また、周壁部３０は、外方向に突出して壁面Ｗから引き出された壁排水管Ｄ
１に連結される筒状の連結部７０を具備している。排水路５０は、便鉢部１０と連結部７
０とを連通する壁排水用排水路（導入路５１、上昇流路５２、下降流路５３、及び第１分
岐排水路５４Ａ）、又は便鉢部１０と床面Ｆに引き出された床排水管Ｄ２とを連通する床
排水用排水路（導入路５１、上昇流路５２、下降流路５３、及び第２分岐排水路５４Ｂ）
のいずれか一方を形成自在である。
【００２６】
　この水洗式便器は、壁排水用排水路（導入路５１、上昇流路５２、下降流路５３、及び
第１分岐排水路５４Ａ）で便鉢部１０と連結部７０とを連通して壁排水型にし、連結部７
０を壁面Ｗから引き出された壁排水管Ｄ１に連結して設置することができる。また、この
水洗式便器は床排水用排水路（導入路５１、上昇流路５２、下降流路５３、及び第２分岐
排水路５４Ｂ）で便鉢部１０と床面Ｆに引き出された床排水管Ｄ２とを連通し、床排水型
にして設置することができる。このように、この水洗式便器は、外側に露出するものが陶
器製の周壁部３０であるため、耐火仕様に容易にすることができる。
【００２７】
　したがって、実施例１の水洗式便器は、コストアップを抑えつつ耐火仕様にすることが
でき、壁排水型又は床排水型に容易に変更することができる。
【００２８】
　また、この水洗式便器において、排水路５０は、途中を２方向に分岐した第１分岐排水
路５４Ａ及び第２分岐排水路５４Ｂを有している。第１分岐排水路５４Ａ及び第２分岐排
水路５４Ｂは陶器製である。第１分岐排水路５４Ａは連結部７０に連結している。第２分
岐排水路５４Ｂは床排水管Ｄ２に連通するように収納空間Ｓ内で開口している。第１分岐
排水路５４Ａ又は第２分岐排水路５４Ｂの片方を閉鎖することによって、壁排水用排水路
（導入路５１、上昇流路５２、下降流路５３、及び第１分岐排水路５４Ａ）又は床排水用
排水路（導入路５１、上昇流路５２、下降流路５３、及び第２分岐排水路５４Ｂ）が形成
される。このため、この水洗式便器は、第１分岐排水路５４Ａ又は第２分岐排水路５４Ｂ
の片方を閉鎖することによって、壁排水型又は床排水型に容易に変更することができる。
【００２９】
　また、この水洗式便器において、排水路５０は分岐排水路５４Ａ，５４Ｂを分岐した分
岐部Ｘに片方の分岐排水路５４Ａ，５４Ｂを閉鎖する閉鎖部材５５Ａ，５５Ｂが設けられ
ている。このため、この排水路５０は、分岐部Ｘに閉鎖部材５５Ａ，５５Ｂを設けるため
、閉鎖された分岐排水路５４Ａ，５４Ｂ側に洗浄水等が流入せず、洗浄水等をスムーズに
排出することができる。
【００３０】
　また、この水洗式便器は、床排水用排水路（導入路５１、上昇流路５２、下降流路５３
、及び第２分岐排水路５４Ｂ）を形成して床排水型にした場合、第１分岐排水路５４Ａを
閉鎖する第１閉鎖部材５５Ａが設けられる。これによって、この水洗式便器は、床面Ｆに
固定された排水接続部材Ｃを収納する収納空間Ｓの側方及び上方は、周壁部３０、便鉢部
１０、及び排水路５０等によって閉鎖され、収納空間Ｓが外部と連通していない。このた
め、この水洗式便器は床排水型にした場合でも容易に耐火仕様にすることができる。
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【００３１】
＜実施例２＞
　実施例２の水洗式便器は、図４及び図５に示すように、周壁部１３０及び排水路１５０
の形態が実施例１と相違する。実施例１と同一の構成は同一の符号を付して詳細な説明を
省略する。
【００３２】
　周壁部１３０は、水洗式便器を床面Ｆに設置した際に床面Ｆから立ち上がり、下方に開
口した収納空間Ｓを形成している。周壁部１３０は、便鉢部１０の上端開口縁から外方向
に広がった水洗式便器の上面部１１の外周縁に連続し、上面部１１の外周縁から便鉢部１
０を囲むように垂下している。この水洗式便器は、周壁部３０の後部において、上端から
床面Ｆに当接する下端までほぼ同一面で鉛直方向に伸びている。周壁部１３０は、前側の
下端から便鉢部１０の下面に伸びる内壁部１３１を有している。このように、周壁部１３
０は便鉢部１０を支持している。周壁部１３０は後部の左右中央であって下端側で後方へ
略水平方向に伸びた略円筒状の連結部７０を具備している。連結部７０は収納空間Ｓに連
通している。このように、この水洗式便器を床面Ｆに設置した際、収納空間Ｓは、連結部
７０を介して外部と連通し、側方及び上方は、周壁部１３０、便鉢部１０、及び排水路１
５０等によって閉鎖されている。
【００３３】
　排水路１５０は、導入路５１、上昇流路５２、及び下降流路５３が便鉢部１０及び周壁
部１３０と一体的に形成されており、不燃性材料である陶器で形成されている。下降流路
５３は、下端部が連結部７０よりも上方に位置し、下端部に開口した流出口５３Ａが周壁
部３０内に開口している。つまり、この水洗式便器は便鉢部１０に連通した流出口５３Ａ
が周壁部３０内に開口している。流出口５３Ａは円筒状である。
【００３４】
　この水洗式便器は、壁排水型にする場合、図４に示すように、上流端を流出口５３Ａに
連結して下流端を連結部７０に連結する壁排水用接続管５６を利用する。これによって、
この水洗式便器は、導入路５１、上昇流路５２、下降流路５３、及び壁排水用接続管５６
からなる壁排水用排水路が形成される。
【００３５】
　壁排水用接続管５６は樹脂製の筒部材を略直角に屈曲させて形成している。壁排水用接
続管５６は流出口５３Ａに連結する第１連結部５６Ａが円筒状である。第１連結部５６Ａ
は内径が流出口５３Ａの外径よりも大きい。壁排水用接続管５６は、流出口５３Ａの外径
よりも小さい内径を有するパッキンＰ３が嵌められた第１連結部５６Ａに流出口５３Ａを
挿入することによって、上流端を流出口５３Ａに連結している。
【００３６】
　壁排水用接続管５６は連結部７０に連結する第２連結部５６Ｂが円筒状である。第２連
結部５６Ｂは開口端部に外周面から外方向に突出した鍔部５６Ｃを有しており、開口端部
の外径が連結部７０の内径に略等しい。壁排水用接続管５６は、第２連結部５６Ｂの開口
端部の鍔部５６Ｃを連結部７０の内周面に当接させながら連結部７０内に挿入することに
よって、下流端を連結部７０に連結している。
【００３７】
　壁排水用接続管５６は、上流端を流出口５３Ａに連結して下流端を連結部７０に連結し
た状態で、第２連結部５６Ｂに向けて横方向に伸びる部分の下面が連結部７０に向けて下
り傾斜している。このため、この水洗式便器は壁排水用接続管５６において第２連結部５
６Ｂへ向けて洗浄水等がスムーズに流れる。この壁排水型の水洗式便器は、外周面にパッ
キンＰ１を外嵌した連結部７０を壁面Ｗから引き出された壁排水管Ｄ１の先端部に挿入し
て連結し、設置される。
【００３８】
　また、この水洗式便器は、床排水型にする場合、図５に示すように、上流端を流出口５
３Ａに連結して下流端を床面Ｆに引き出された床排水管Ｄ２に連結する床排水用接続管５
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７を利用する。これによって、この水洗式便器は、導入路５１、上昇流路５２、下降流路
５３、及び床排水用接続管５７からなる床排水用排水路が形成される。
【００３９】
　床排水用接続管５７は、樹脂製であり、床面Ｆに固定される。床排水用接続管５７は流
出口５３Ａに連結する第１連結部５７Ａが円筒状である。第１連結部５７Ａは内径が流出
口５３Ａの外径よりも大きい。床排水用接続管５７は、流出口５３Ａの外径よりも小さい
内径を有するパッキンＰ３が嵌められた第１連結部５７Ａに流出口５３Ａを挿入すること
によって、上流端を流出口５３Ａに連結している。
【００４０】
　床排水用接続管５７は、床排水管Ｄ２に連結する第２連結部５７Ｂが円筒状である。第
２連結部５７Ｂは外形が床排水管Ｄ２の内径よりも小さい。床排水用接続管５７は、第２
連結部５７Ｂを床排水管Ｄ２に挿入して接着することによって、下流端部を床排水管Ｄ２
に連結している。
【００４１】
　床排水用接続管５７は、中間部が屈曲しており、第１連結部５７Ａの中心軸より第２連
結部５７Ｂの中心軸が水洗式便器の前側にずれている。この床排水型の水洗式便器は、床
排水用接続管５７によって、流出口５３Ａと床排水管Ｄ２とを連結し、設置される。
【００４２】
　また、この水洗式便器は、床排水型にする場合、連結部７０を不燃性材料である金属製
の蓋部材９０によって閉鎖する。蓋部材９０は円盤形状の上蓋部９１と円筒形状の胴部９
２とを有している。上蓋部９１は連結部７０の外径よりも大きい外径を有している。胴部
９２は、上蓋部９１の外周縁から一方向に延びており、連結部７０と略等しい長さを有し
ている。蓋部材９０は、連結部７０の外側から連結部７０を胴部９２内に挿入し、連結部
７０の外周面と胴部９２の内周面との間に不燃性材料によって形成された円環状のシール
部材９３を挟み込んで、連結部７０を閉鎖している。
【００４３】
　以上説明したように、実施例２の水洗式便器は、便鉢部１０、周壁部３０、及び排水路
５０を備えている。便鉢部１０、及び周壁部３０は陶器製である。周壁部３０は、床面Ｆ
に設置した際にこの床面Ｆから立ち上がり、下方に開口した収納空間Ｓを形成している。
また、周壁部３０は、外方向に突出して壁面Ｗから引き出された壁排水管Ｄ１に連結され
る筒状の連結部７０を具備している。排水路５０は、便鉢部１０と連結部７０とを連通す
る壁排水用排水路（導入路５１、上昇流路５２、下降流路５３、及び壁排水用接続管５６
）、又は便鉢部１０と床面Ｆに引き出された床排水管Ｄ２とを連通する床排水用排水路（
導入路５１、上昇流路５２、下降流路５３、及び床排水用接続管５７）のいずれか一方を
形成自在である。
【００４４】
　この水洗式便器は、壁排水用排水路（導入路５１、上昇流路５２、下降流路５３、及び
壁排水用接続管５６）で便鉢部１０と連結部７０とを連通して壁排水型にし、連結部７０
を壁面Ｗから引き出された壁排水管Ｄ１に連結して設置することができる。また、この水
洗式便器は床排水用排水路（導入路５１、上昇流路５２、下降流路５３、及び床排水用接
続管５７）で便鉢部１０と床面Ｆに引き出された床排水管Ｄ２とを連通し、床排水型にし
て設置することができる。このように、この水洗式便器は、外側に露出するものが陶器製
の周壁部３０であるため、耐火仕様に容易にすることができる。
【００４５】
　したがって、実施例２の水洗式便器は、コストアップを抑えつつ耐火仕様にすることが
でき、壁排水型又は床排水型に容易に変更することができる。
【００４６】
　また、この水洗式便器において、便鉢部１０に連通した流出口５３Ａが周壁部３０内に
開口している。排水路５０は、上流端を流出口５３Ａに連結して下流端を連結部７０に連
結する壁排水用接続管５６、又は上流端を流出口５３Ａに連結して下流端を床面Ｆに引き
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出された床排水管Ｄ２に連結する床排水用接続管５７のいずれか一方を選択することによ
って、壁排水用排水路（導入路５１、上昇流路５２、下降流路５３、及び壁排水用接続管
５６）又は前記床排水用排水路（導入路５１、上昇流路５２、下降流路５３、及び床排水
用接続管５７）が形成される。このため、この水洗式便器は、壁排水用接続管５６、又は
床排水用接続管５７のいずれか一方を選択することによって、壁排水型又は床排水型に容
易に変更することができる。
【００４７】
　また、この水洗式便器において、不燃性材料によって形成されており、床排水用排水路
（導入路５１、上昇流路５２、下降流路５３、及び床排水用接続管５７）が形成された状
態で連結部７０を閉鎖する蓋部材９０を備えている。これによって、この水洗式便器は、
床面Ｆに固定された床排水接続部材５７を収納する収納空間Ｓの側方及び上方は、周壁部
１３０、蓋部材９０、便鉢部１０、及び排水路１５０等によって閉鎖され、収納空間Ｓが
外部と連通していない。このため、この水洗式便器は床排水型にした場合でも容易に耐火
仕様にすることができる。
【００４８】
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施例１～５に限定されるものではなく、
例えば次のような実施例も本発明の技術的範囲に含まれる。
（１）実施例１では、第１閉鎖部材及び第２閉鎖部材を鋳込み成形によって排水路等と同
時に成形したが、鋳込み成形によって成形せずに別体の閉鎖部材を第１分岐排水路又は第
２分岐排水路に取り付けてもよい。
（２）実施例１では、第１閉鎖部材及び第２閉鎖部材を分岐部に設けたが、第１分岐排水
路及び第２分岐排水路の中間又は先端に設けてもよい。
（３）実施例１では、第２閉鎖部材５５Ｂが第１分岐排水路５４Ａに向けて略水平方向に
伸びていたが、図６に示すように、第２閉鎖部材１５５Ｂの上面を第１分岐排水路５４Ａ
に向けて下り傾斜させてもよい。この場合、この水洗式便器を壁排水型にすると、下降流
路５３から第１分岐排水路５４Ａへ向けて第２閉鎖部材１５５Ｂの上面を洗浄水等がより
スムーズに流れる。なお、図６は成形型から脱型した直後の製造途中の水洗式便器を示し
、実施例１と同一の構成は同一の符号を付している。
（４）実施例１では、第１分岐排水路５４Ａ、連結部７０、及び第２閉鎖部材５５Ｂが略
水平方向に伸びていたが、図７に示すように、第１分岐排水路１５４Ａ、連結部１７０、
及び第２閉鎖部材１５５Ｂが一直線上で後方に向けて下り傾斜させてもよい。この場合、
この水洗式便器を壁排水型にすると、下降流路５３から第２閉鎖部材１５５Ｂの上面、第
１分岐排水路５４Ａ及び連結部７０を洗浄水等がよりスムーズに流れる。なお、図７は成
形型から脱型した直後の製造途中の水洗式便器を示し、実施例１と同一の構成は同一の符
号を付している。
（５）実施例２では、導入路５１、上昇流路５２、及び下降流路５３が便鉢部１０及び周
壁部３０と一体的に形成され、下降流路５３の下端部に流出口５３Ａが開口していたが、
図８に示すように、導入路５１、及び上昇流路５２を便鉢部１０及び周壁部３０と一体的
に形成し、上昇流路５２の下流端に流出口５２Ａが開口してもよい。この場合、壁排水用
接続管１５６及び床排水用接続管（図示せず）の上流端が流出口５２Ａに連結し、下降流
路を形成する。なお、図８は、実施例２と同一の構成は同一の符号を付している。
（６）実施例１及び２では、周壁部等を陶器で形成したが、不燃材料であれば他の材料で
あってもよい。
（７）実施例２では、連結部を閉鎖する際、連結部と別体の蓋部材を利用したが、蓋部材
を実施例１の第１及び第２閉鎖部材と同じように設けてもよい。
【符号の説明】
【００４９】
　１０…便鉢部
　３０，１３０…周壁部
　５０，１５０…排水路
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　５２Ａ，５３Ａ…流出口
　５４Ａ，５４Ｂ…分岐排水路（５４Ａ…第１分岐排水路、５４Ｂ…第２分岐排水路）
　５５Ａ，５５Ｂ、１５５Ｂ…閉鎖部材（５５Ａ…第１閉鎖部材、５５Ｂ，１５５Ｂ…第
２閉鎖部材）
　５６，１５６…壁排水用接続管
　５７…床排水用接続管
　７０，１７０…連結部
　９０…蓋部材
　Ｄ１…壁排水管
　Ｄ２…床排水管
　Ｆ…床面
　Ｓ…収納空間
　Ｘ…分岐部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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